地区計画届出書チェックリスト

	地区計画名称
	ひばりヶ丘駅北口地区

	地区区分名称
	センターゾーンＡ地区

	※建築基準法等に基づく定量的な制限の確認は、建築主事が行う。

	項目
	制限内容
	届出内容
	主事

確認

	用途
	　次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。

１　「風俗営業等の規制及び業務適正化等に関する法律」第２条第６項各号に該当する営業の用に供する建築物は建築してはならない。
２　西３・４・21号線、主要交通動線及び交通動線Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅰ-4号線に面する建築物の１階部分(建築物の出入りに必要な部分を除く)については、次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。ただし、道路事業の推進、良好な地域コミュニティの形成、敷地の形態等の観点から市長がやむを得ないと認めたものについてはこの限りではない。
（1）住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿及びこれらに付属する自動車車庫の用途に供するもの
（2）事務所、工場、倉庫業を営む倉庫

　
	用途

（　　　　　　　　　　　　）

適　・　不適


	■

	容積率の最高限度
	１　西３・４・21号線に接する敷地の場合は10分の50

２　主要交通動線に接する敷地又は主要交通動線を含む敷地の場合は10分の48

３　その他の道路に接する敷地の場合は10分の30


	（　　　　　　　　　　　）

適　・　不適
	■

	壁面の位置
	地区計画計画図３に示す壁面線を超えて建築してはならない。ただし、次の各号に該当する建築物についてはこの限りではない。

１　歩行者デッキその他これに類する用途に供する建築物の部分

２　歩行者の安全性を確保するために必要な建築物の部分

３　巡査派出所、公衆電話所その他これらに類する公益上必要な建築物


	　　 

（　）号壁面線

　 （　　　　）ｍ

（道路境界線・道路中心線より）

適　・　不適

※ただし書適用

有（　　）　・　無

	■

	高さの最高限度
	45ｍ
　ただし、西3・4・21号線に接する1,000㎡以上の敷地において、敷地面積の10％以上の広場状空地を確保したものについては、建築物等の高さを60ｍとする。

	（　　　　　　　　　　　）ｍ
適　・　不適

※ただし書適用

有（　　）　・　無
	■

	敷地面積の最低限度
	100㎡

　ただし、この都市計画の施行に際し、次の各号に該当する土地について、その全部を一の敷地として使用する場合は、この限りではない。

１　現に建築物の敷地として使用されている100㎡未満の土地又は現に存する所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用する100㎡未満の土地

２　西3・4・21号線の整備に伴い100㎡未満となる土地

３　その他市長が公益上等の観点からやむを得ないと認めた土地


	（　　　　　　　　　　　）㎡

適　・　不適

+
	■

	形態又は色彩その他の意匠
	１　建築物の色彩については、周辺との調和に配慮するものとする。
２　屋外広告物については、建築物との一体性や周辺との調和に配慮した位置、規模、色彩等とし、街並みの統一感や沿道の雰囲気づくりに寄与するような表示・掲出を図るものとする。

	適　・　不適
	□

	壁面後退区域における工作物の設置
	壁面の位置の制限として定められた限度の線と道路境界との間の土地の区域については、塀、さく等の歩行者の通行の妨げとなる工作物を設置してはならない。


	適　・　不適


	□


	壁面後退区域の管理に関する協定書
	壁面後退区域については、道路状に整備する。整備にあたっては、原則として、「西東京市ひとにやさしいまちづくり条例及び同施行規則に関する基準」に規定する道路等に関する基準を満たすものとする。
壁面後退区域の管理に関する協定書を締結する。


	適　・　不適

（　　　　　）
※協定書

　　　　有　・　無
	□
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